
外科内科

令和７年１２月２３日 

大阪市立茨田北中学校 

保 健 室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 寒さが本格的になってきました。今日で 2 学期が終了し、今年も残りわずかとなりましたね。 

２０２５年、みなさんにとってどんな年でしたか？今年の目標は達成できましたか？ 

 冬休みは、クリスマスや年越
こ

し、お正月と行事がつづき、楽しみにしている人も多いかと思います。

食べすぎや夜ふかしは、体調を崩す原因になるかもしれません。風邪
か ぜ

を引いて、つらい冬休みだっ 

た…。なんてことにならないよう、継続
けいぞく

して生活リズムを整えましょう！ 

２学期 保健室来室状況 
（８月２６日～１２月１２日） 

月別利用状況< 合計 338 人 > 

部屋を加湿する 
（湿度 50～60％程度に） 

口呼吸ではなく、 

鼻呼吸をする 

うがいをする 

（のどの奥にも届くように） 

こまめに水分補給 

（常温の水か白湯がよい） 

マスクをする 

（呼気による保湿効果） 

感染症にかからない！うつさない！ 

寒さが増すと、空気が乾燥
かんそう

し始めます。空気が乾
かわ

くことでウイルスが活発になり、感染症が広がり

やすくなります。その中でも、特に活発になるのは次のようなウイルスです。 

● インフルエンザ ● RS ウイルス ● 新型コロナウイルス ● ノロウイルス 

低温やけど に気をつけて！！ 

その他 17％ 

捻挫 5％ 

筋肉痛 6％ 

突き指 7％ 

切り傷 9％ 鼻出血 10％ 

打撲 21％ 

すり傷 25％ 
その他 13％ 

吐き気 

気持ちが悪い 

13％ 

咽頭痛 5％ 

倦怠感 14％ 

頭痛 41％ 

腹痛・胃痛 14％ 

（単位：人） 

 

 
 

1 年生 
2 年生 

3 年生 

* 「その他」では、内科は咳や鼻水、心因性などがあげられ、外科は刺し傷や火傷、原因 

不明のかゆみや痛みなどがあげられます。 

* どの学年も、９・１０・１１月は保健室来室者が多かったように思います。 

文化発表会やテストなどの行事による疲れや、インフルエンザ流行による体調不良等が 

見受けられました。 

 

冬の必需品
ひつじゅひん

ともいえる、さまざまな暖房
だんぼう

器具。暖かさが気持ちよく、ついウトウト居眠り…という

経験はありませんか？実はそこに落とし穴があります！適度な暖かさを感じていても、そのまま長時

間あたっていると、やけどと同じ症状になってしまうのです。さらに、低温のため熱さや痛みを感じ

にくく、自分でも気がつかないうちに重症化してしまうこともあります。暖房器具を使用するときは、

以下の工夫を心がけましょう。 

 

● 熱源にからだを直接あてない 

● 長時間、同じ部位にあてたままにしない 

● ホットカーペットや電気毛布はタイマーを使用する 

こうしたウイルスがからだの中に入ってきて病気になると、咳や鼻水が出たり、急に高熱が出たり、

頭やお腹が痛くなったりします。 

ウイルスは人から人へとうつるので、自分や周りの人がかからないよう、石けんで丁寧
ねい

に手を洗っ

たり、人が大勢いる場所ではマスクをしたりなど、感染対策を心がけましょう。 

月別利用状況 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

８月２６日～ ９月 １０月 １１月 ～１２月１２日 


